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【は
じ
め
に
】

歴
史
的
な
猛
暑
の
夏
で
し
た
が
、
本
会

で
は
歩
み
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
八
月
に

正
副
会
長
会
、
業
務
運
営
改
善
委
員
会
、

五
団
体
と
の
教
育
懇
談
会
、
教
育
研
究
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

・
チ
ー
ム
の
会
合
等
を
も
ち

ま
し
た
。

そ
こ
に
は
、
東
京
都
退
職
校
長
会
を
思

う
お

一
人
お

一
人

の
熱
意
が
温
れ
て
い
ま

し
た
。

【教
育
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・

チ
ー
ム
が
始
動
】

今
年
度
新
た
に
立
ち
上
げ
た

「教
育
研

教
育
公
務
員
弘
済
会
の

「
団
体
教
育
研
究

助
成
金
」
を
活
用
し
ま
す
。

【五
団
体
と
の
教
育
懇
談
会
】

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
四
年
ぶ
り
に
教
育
五

団
体

（園
長
会

・
校
長
会
）
と
の
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
出
席
し
て
く
だ
さ

っ

た
幼

。
小

。
中
の
会
長

・
副
会
長
方
か
ら
、

教
育
の
現
状
と
課
題
を
丁
寧
に
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
意
見
交
換

で
は
、
本
会
の
会
員
減
少
と
い
う
課
題
に

対
し
て
、
貴
重
な
ご
意
見
と
具
体
的
に
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
内
容
を
示
し
て
い
た

だ
き
、
感
謝
の
念
を
抱
き
ま
し
た
。
本
会

会
と
の
連
携
が
話
題
に
な
り
、
会
員
の
活

動
に
高
い
関
心
と
期
待
を
寄
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ま
た
、
会
員
の
皆
様
が
関
心
を
示
さ
れ

て
い
る

「
六
十
五
歳
定
年
制
」
に
つ
い
て

十
月
の
支
部
長
会
で
ご
説
明
を
依
頼
し
た

と
こ
ろ
、
東
京
都
教
育
庁
人
事
部

勤
労

課
長

石
毛
朋
充
様
が
快
く
お
引
き
受
け

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

【終
わ
り
に
】

本
部
役
員
等

一
同
、
本
会
の
課
題
解
決

に
向
か
っ
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
私
は

「
運
営
の
基
盤
は
親
睦
」
の
信

念
の
も
と
、
温
も
り
の
あ
る
運
営
を
心
掛

け
て
ま
い
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
　
　
一

れ
ま
し
て
は
、
実
り
の
秋
を
満
喫
し
て
、　
　
１

お
健
や
か
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
一

／

、
う

，
東

校
長
・

究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

・
チ
ー
ム
」
も
、
草
野

一
紀
委
員
長
の
も
と
に
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。
全
会
員
が
教
育
の
専
門
家
で
あ
る

本
会
は
、
創
立
以
来

一
貫
し
て

「教
育

ヘ

の
寄
与
」
を
目
的
に
掲
げ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
本
チ
ー
ム
は
、
会
員
の
皆
様
が
地

域
社
会
の
中
で
携
わ

っ
て
お
ら
れ
る

「学

校
教
育
等

へ
の
貢
献
活
動
」
の
実
状
調
査

か
ら
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。
支
部
長
及
び
会
員
の
皆
様
に
は
、

ご
協
力
の
程
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

な
お
、
研
究
に
要
す
る
費
用
は
、
日
本

Zヽ

か
ら
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
連
携
を
お
願
い

す
る
等
、
積
極
的
に
発
言
し
、
有
意
義
な

懇
談
会
で
し
た
。

【東
京
都
教
育
庁
を
表
敬
訪
問
】

東
京
都
の
浜
佳
葉
子
教
育
長
は
じ
め
、

田
中
愛
子
教
育
庁
次
長
、
藤
井
大
輔
教
育

監
、
山
田
則
人
総
務
部
長
に
ご
挨
拶
を
し

ま
し
た
。
本
会

の

「
教
育

へ
の
寄
与
活

動
」
を
中
心
に
ご
説
明
し
た
と
こ
ろ

「
退

職
し
た
校
長
方
に
教
員
の
働
き
方
改
革
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
」
「
子
ど

も
に
寄
り
添

っ
て
き
た
退
職
し
た
校
長
方

が

一
番
よ
い
と
思

っ
て
い
る
。
」
等
、
本

―

‐
ら

磁

豪

サ
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令
和
五
年
度

定
期
総
会

【定
期
総
会
概
要
】

令
和
五
年
度
定
期
総
会
が
、
四
年

ぶ
り
に
六
月
二
十
六
日

（火
）
、
四

ツ
谷
駅
前
の
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ

エ
フ

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
都
教

育
庁
指
導
部
指
導
推
進
担
当
部
長
市

川
茂
様
は
じ
め
十
三
名
の
ご
来
賓
に

ご
臨
席
賜
り
、
会
員
九
十
五
名
の
参

加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
三
名
の
ご
来

賓
の
ご
挨
拶
に
続
き
、
長
寿
会
員
の

紹
介
、
功
労
会
員

へ
の
感
謝
状
贈
呈
、

栄
誉
会
員
紹
介
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行

わ
れ
、
多

田
丈
夫
会
長
か
ら
創
立

七
十
周
年
記
念
式
典
の
御
礼
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

続

い
て
鈴
木
正
孝
千
代
田

。
中
央

支
部
長
、
土
口
田
和
夫
狛
江
支
部
長
お

二
人
の
議
長
の
も
と
令
和
四
年
度
の

会
務
報
告
、
決
算
報
告
。
令
和
五
年

度
の
新
役
員
、
事
業
計
画
、
予
算
案
、

顧
問

・
参
与
の
推
戴
に
関
す
る
審
議

が
行
わ
れ
、
承
認
を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴

い
角
田
美
枝
子
新
会
長

に
よ
る
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し

ま
し
た
。

（総
務
部
担
当
副
会
長
　
赤
坂
寅
夫
）

【来
賓
祝
辞
】

東
京
都
教
育
庁
　
指
導
部

指
導
推
進
担
当
部
長
　
市
川
　
茂

第
７０
回
の
定
期
総
会
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
す
こ
と
、
ま
た
、
創
立
７０

周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
、
都
教
育
委
員
会
で
は
、

「自
ら
の
未
来
を
切
り
拓
く
力
の
育

成
」
「
子
供

の
目
線
に
立

っ
た
支
援

の
充
実
」
「
教
員
の
働
き
方
改
革
等

に
よ
る
指
導
充
実
」
の
３
つ
の
柱
に

よ
り
、
新
規

・
拡
充
事
業
の
推
進
、

き
め
細
や
か
な
教
育
を
推
進
し
て
お

り
ま
す
。

新
た
に
設
置
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
育
成
部
で
は
、
社
会
の
中
で
活
躍

で
き
る
英
語
力
の
向
上
を
図

っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
人
材

等
の
育
成
、
日
本
語
指
導
の
充
実
、

不
登
校
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等

へ
の

支
援
、
休
日
部
活
動
の
地
域
連
携
、

教
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と

い
っ
た

様
々
な
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
新

た
な
事
業
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

豊
か
な
御
経
験
に
裏
付
け
ら
れ
た
、

教
育

へ
の
高

い
見
識
を
有
す
る
退
職

校
長
会
の
皆
様
に
は
、
東
京
都
の
教

育
の

一
層
の
充
実
と
子
供
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
の
た
め
に
、
今
後
と
も

お
力
添
え
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お

願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
連
合
退
職
校
長
会

会
長
　
田
中
　
昭
光

た
だ
今
、
ご
紹
介
頂
き
ま
し
た
全

国
連
合
退
職
校
長
会
会
長
田
中
昭
光

で
す
。
６
月
の
総
会
で
推
薦
さ
れ
、

前
会
長
入
子
氏
を
引
き
継

い
で
会
長

の
重
責
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
全
連
退

へ
の
ご
理
解

。
ご
協

力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

国
は
、
児
童
生
徒
が
急
激
に
変
化

し
て
い
く
将
来
社
会
を
担

っ
て
い
く

た
め
に
必
要
な
資
質

。
能
力
の
育
成

を
目
標
に
令
和
の
日
本
型
教
育
を
構

築
し
、
学
校
教
育
の
改
善
、
教
員
の

資
質
能
力
の
向
上
を
求
め
て
い
ま
す
。

貴
退
職
校
長
会
で
は
、
教
育
尊
重

の
気
運
を
高
め
教
育
の
振
興
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
ご
活
躍
さ

れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
深
く

敬
意
を
表
し
て
お
り
ま
す
。

近
年
、
全
国
の
退
職
校
長
会
員
の

高
齢
化
や
入
会
者
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

退
職
校
長
会
と
し
て
こ
れ
ま

で
に

行

っ
て
き
た
活
動
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
が
力
で
あ
る
こ
と
を
会
員

一
同

心
に
刻
み
、
今
後
も

一
層
活
動
の
充

実
に
努
め
て
い
く
こ
と
を
誓

い
、
ご

挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

東
京
都
公
立
小
学
校
長
会

会
長
　
植
村
　
洋
司

東
京
都
退
職
校
長
会
令
和
５
年
度

定
期
総
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す

こ
と
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま

す
。
東
京
都
退
職
校
長
会
の
皆
様
に

は
、
日
頃
よ
り
現
職
の
校
長
を
支
え

　

一

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
人
材
育
成

　

２

を
推
進
し
、
「
国
際
都
市
東
京

の
教

　

一

育
の
振
興
に
寄
与
」
さ
れ
、
敬
意
を

表
し
ま
す
。

日
本
の
学
校
教
育
が
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
る
こ
の
と
き
、
改
め
て
「学

校
を
元
気
に
す
る
」
と
と
も
に

「
教

員
を
元
気
に
す
る
」
と

い
う
こ
と
を

大
事
に
、
東
京
都
の
校
長
が

一
致
協

力
し
、
学
校
経
営
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、
貴
東
京
都
退
職
校
長
会

と
東
京
都
公
立
小
学
校
長
会
が
、
よ

り

一
層
連
携
を
深
め
、
さ
ら
に
前
進

し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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五
団
体
と
の
教
育
懇
談
会
―
報
告
―

８
月
２３
日

（水
）
、
四
年
ぶ
り

の

五
団
体
と
の
教
育
懇
談
会
が
開
催
で

き
ま
し
た
。
会
場
は
本
会
事
務
局
が

あ
る
日
本
退
公
連

・
鈴
木
共
同
ビ
ル

の
３
階
会
議
室
。

１３
時
３０
分
よ
り
１６

時
ま
で
行

い
ま
し
た
。
和
田
万
季
子

幼
稚
園

。
こ
ど
も
園
長
会
会
長
、
松

原
修
小
学
校
長
会
副
会
長
、
山
本
周

一
中
学
校
長
会
会
長
が
参
加
下
さ
い

ま
し
た
。
ご
都
合
で
参
加

い
た
だ
け

な
か

っ
た
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学

校
の
会
長
か
ら
は
紙
面
で
の
情
報
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
は
赤
坂
寅
夫
副
会
長
の
司
会
で

進
行
し
ま
し
た
。
記
念
撮
影
、
会
長

挨
拶
、
自
己
紹
介
、
各
代
表
か
ら
の

教
育
課
題
の
情
報
提
供
と
続
き
ま
し

た
。そ

の
後
、
角
田
美
枝
子
会
長
か
ら

本
会

の
喫
緊

の
課
題

「
会
員

の
増

強
」
「
財
政
の
安
定
化
」
に
つ
い
て
、

ま
た
課
題
解
決

へ
の
主
た
る
事
業
活

動
と
し
て

「
教
育
研
究
プ
ロ
ジ

エ
ク

ト
チ
ー
ム
」
「
財
政
安
定
化
委
員
会
」

等
の
立
ち
上
げ
の
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

続

い
て
、
桐
谷
澄
男
筆
頭
相
談
役

か
ら
の
会
員
増
強
に
関
す
る
対
策
の

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次

い
で
質
疑

。
応
答

・
意
見
交
換

に
移
り
ま
し
た
。
各
代
表
か
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
で
の
特
徴
を
踏
ま

え
た
本
会
に
対
す
る
示
唆
あ
る
発
言

を

い
た
だ
く
と
共
に
、
本
会
か
ら
も

質
問
を
行

い
ま
し
た
。

（広
報
部
長
　
榎
本
　
勉
）

＊
幼
稚
園

・
こ
ど
も
園

全
て
の
子
ど
も
た
ち
に

質
の
高
い
幼
児
教
育
を

東
京
都
国
公
立
幼
稚
園

・
こ
ど
も

園
長
会
　
会
長
　
和
田
　
万
希
子

令
和
５
年
４
月
、
こ
ど
も
基
本
法

が
施
行
さ
れ
、
こ
ど
も
家
庭
庁
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
少
子
化

へ
の
危
機

感
を
背
景
に
、
今
、
様
々
な
子
育
て

へ
の
支
援
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
国
公
立
幼
稚
園

・
こ
ど

も
園
は
、
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」

の
実
現
の
た
め
に
、
地
域
の
全
て
の

子
ど
も
た
ち
に
質
の
高

い
幼
児
教
育

を
提
供
し
、　
一
人

一
人
の
育
ち
を
支

え
る
と
と
も
に
、
地
域
の
セ
ン
タ
ー

的
役
割
と
し
て
の
責
務
を
果
た
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
公
立
園
の
園
児
数
は

激
減
し
て
い
ま
す
。
課
題
は
山
積
し

て
い
ま
す
が
、
教
員
の
資
質
向
上
、

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
子
育
て
の

支
援
等
、
組
織
力
を
生
か
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

東
京
都
退
職
校
長
会
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
国
公
立
幼
稚
園

・
こ
ど
も

園
に
力
強

い
ご
支
援
の
ほ
ど
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
小
学
校

東
京
都
公
立
小
学
校
長
会

会
長
　
植
村
　
洋
司

当
面
す
る
課
題
は
様
々
あ
る
が
、

特
に

「
教
員
不
足
」
は
義
務
教
育
の

根
幹
を
揺
る
が
す
喫
緊
の
課
題
と
捉

え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
質
の
向
上

を
課
題
と
し
て
き
た
が
、
今
や
量
の

確
保
が
全
国
的
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

国
の
動
向
と
し
て
、
中
教
審
の
論

　

一

議
に
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
更
な

　

３一

る
働
き
方
改
革
、
処
遇
改
善
、
学
校

　

．

の
指
導

。
運
営
体
制
の
充
実
が
論
議

の
３
本
柱
で
あ
る
。
来
春
を
目
途
に

答
申
が
ま
と
め
ら
れ
る
が
、
今
夏
明

け
に
緊
急
提
言
を
発
信
す
る
見
通
し

で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
骨
太
の
方
針

が
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
教
育
に

手
厚

い
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

今
後
と
も
、
東
京
都
退
職
校
長
会
、

都
教
委
、
関
係
団
体
と
の
連
携
を
強

化
し
、
「
学
校
を
元
気
に
す
る
」
た

め
に
尽
力
し
た
い
。

教育懇談会参加者

′・業■.
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＊
中
学
校

東
京
都
公
立
中
学
校
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て

東
京
都
中
学
校
長
会

会
長
　
山
本
　
周

一

令
和
４
年
度
の
教
員
は
４０
歳
未
満

が
約
５２
％
で
あ
り
、

４０
歳
以
上
５５
歳

未
満
が
約
２９
％
と
な

っ
て
い
る
。

い

わ
ゆ
る
子
育
て
世
代
の
教
員
が
多
く
、

子
育
て
と
勤
務
と
を
両
立
で
き
る
環

境
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
。　
一
方
で

４
級
職
以
上
を
担
う
教
員
の
数
が
少

な
く
、
今
後
持
続
可
能
な
学
校
経
営

を
進
め
る
上
で
の
課
題
と
も
な

っ
て

い
る
。

現
行
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
あ

た

っ
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
生
徒

の
主
体
的
な
学
び
を

い
か
に
デ
ザ
イ

ン
す
る
か
と
い
う
取
組
が
求
め
ら
れ
、

そ
の
指
導
や
評
価
が
継
続
的
な
課
題

と
な

っ
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

ト
ス
タ
ッ
フ
等
は
８０
％
を
超
え
る
学

校
に
配
置
さ
れ
働
き
方
改
革
の

一
助

と
な

っ
て
い
る
。

生
徒
に
視
点
を
当
て
る
と
、
暴
力

行
為
な
ど
の
問
題
行
動
は
継
続
的
に

減

っ
て
き
て
い
る
が
、
不
登
校
出
現

率
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
近
年
は
約

５
％
程
度
と
な

っ
て
い
る
。

＊
高
等
学
校

東
京
都
公
立
高
等
学
校
長
協
会

会
長
　
井
上
　
　
隆

東
京
都
教
育
委
員
会
は
令
和
五
年

三
月
に

『都
立
高
校
の
魅
力
向
上
に

向
け
た
実
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
を
発
表

し
、
「
自
ら
未
来
を
切
り
拓
く
力

の

育
成
」
「
生
徒
目
線
に
立

っ
た
支
援

の
充
実
」
「
質

の
高

い
教
育
を
実
現

す
る
た
め
の
環
境
整
備
」
の
三
つ
の

方
針
に
基
づ
く
三
十
の
施
策
の
展
開

を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
施
策

の
各
校
の
実
態
に
合

っ
た
形
で
の
実

現
と
併
せ
て
、
昨
年
度
か
ら
の
引
き

続
き
と
な
る
新
学
習
指
導
要
領
の
段

階
的
実
施
、
観
点
別
学
習
状
況
に
よ

る
評
価
の
検
証

。
改
善
、　
一
人

一
台

端
末
の
拡
大
、
業
務
改
善

。
教
職
員

の
働
き
方
改
革
、
大
学
入
試
改
革

ヘ

の
対
応
、
入
選
男
女
別
定
員
制

へ
の

対
応
な
ど
解
決
を
迫
ら
れ
て
い
る
課

題
も
山
積
し
て
い
ま
す
。

東
京
都
公
立
高
等
学
校
長
協
会
は

こ
れ
ら
喫
緊
の
課
題
に
対
応

・
解
決

し
、
よ
り
良

い
教
育

の
実
現
に
努
め

て
ま

い
り
ま
す
。

＊
特
別
支
援
学
校

東
京
都
立
特
別
支
援
学
校
長
会

会
長
　
丹
野
　
哲
也

今
年
度
は
、
東
京
都
特
別
支
援
教

育
推
進
計
画

（第
二
期
）
第
二
次
実

施
計
画

（三
年
計
画
）
の
２
年
目
に

な
り
ま
す
。
特
別
支
援
教
育
の
更
な

る
推
進
に
向
け
た
モ
デ
ル
事
業
等
を

着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
３
月
に
は
、
冊
子

「校
長
必

携
　
校
長
の
使
命
の
伝
承
」
を
作
成

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
特
別
支
援
学

校
長
と
し
て
、
必
要
と
な
る
知
見
や

情
報
等
を
後
進
に
伝
承
し
て
い
く
た

め
で
す
。
冊
子
編
纂
過
程
を
通
し
て
、

校
長
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
機
会
と
も
し
ま
し
た
。

都
特
長
会

一
丸
と
な

っ
て
共
生
社

会
の
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
貴
会
皆
様
か
ら
の
御

指
導
と
御
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お

願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

令和5年 10月 23日 東 京都 退 職 校 長 会 会 報 第220号

本部委員会の活動 一 教 育 研 究 プ ロジェク トチーム
委員長 草野―紀

新会長の意向で新しく立ち上つたチームです。このチームの目的は、「東京都の教育の振興に寄
与する」という本会の目的の達成に向け、私たちは何をするべきか、また何ができるのかを、これ
までの本会の実績を踏まえて明らかにし、会の今後の活動の指針を定める上での参考になる資料
を作成することと考えています。
具体的には、各支部あるいは会員個人の学校教育への支援の実状を調査し、東京都退職校長会

が組織として学校を支援する方策について、都教委あるいは地教委との連携も視野に入れ、探求
していこうと考えています。成果が来期からの会の活動に反映できるような研究になるよう努力し
てまいります。なお、この研究の―部は教育公務員弘済会が募集している研究助成制度を活用す
る予定です。
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第220号 東 京 都 退職 校 長 会 会 報 令和5年 10月 23日

一支
部
だ
よ
り
一

板
橋
支
部
の
最
年
長
者
は
白
寿
の

方
で
、
幼

・
小

。
中

。
高
各
校
種
の

会
員
で
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
今

年
度
の
支
部
総
会
は
新
会
員

一
名
を

仲
間
に
迎
え
、
久
々
に
会
が
若
返
り

ま
し
た
。
主
な
活
動
は
、

○
板
橋
区
教
育
長

・
指
導
室
長

・
セ

ン
タ
ー
長
と
の
懇
話
会
を
行

い
、

教
育
現
場
の
現
状
を
知
る
。

○
小
中
学
校
校
長
会
会
長
校

（小
中

隔
年
）
を
訪
問
し
、
学
校
施
設
見

学

。
現
職
校
長
先
生
方
と
の
交
流

を
図
る
。

○
会
員
で
の
昼
食
会

。
新
年
会

。
お

花
見
を
開
催
す
る
。

○
支
部
会
報
を
充
実
さ
せ
、
会
員
の

交
流
を
図
る

（紙
上
作
品
展
も
含

む
）

会
報
、
紙
上
作
品
展
は
担
当
者
が

創
意
工
夫
さ
れ
会
報
を
楽
し
み
に
し

て

い
る
方
も
多

い
で
す
。
適
度

に

体

・
頭

。
手
を
使

い
、
知
的
好
奇
心

を
持
ち
続
け
る
支
部
で
あ
り
た
い
で

す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
こ
こ
数
年
総
会

・

懇
親
会
、
研
修
会
が
持
て
ず
、
支
部

活
動
も
停
滞
気
味
で
し
た
。

本
年
、

コ
ロ
ナ
規
制
が
緩
和
さ
れ

た
こ
と
で
、
四
年
ぶ
り
に
総
会

・
懇

親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
懇
親
会
で

は
参
加
者

一
人

一
人
が
近
況
を
報
告

し
た
リ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り
と
和

や
か
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

第

一
回
の
役
員
会
は
、
二
名
の
新

し
い
役
員
を
迎
え
、
新
鮮
な
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。
会
員
増
に
つ
い

て
は
、
未
加
入
者
を
洗
い
出
し
、
入

会
案
内
を
送
付
し
よ
う
と
い
う
事
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
研
修
部
で
は
、

「合
唱
と
身
体

の
ツ
ボ
」
を
組
み
合

わ
せ
て
心
身
の
活
性
化
を
図
る
と
い

う
取
り
組
み
を
計
画
。
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
新
し
い
取
り
組
み
の
中

で
、
早
速
、
新
規
加
入
者
が

一
名
あ

り
、
役
員

一
同
、
喜
ん
で
い
ま
す
。

令和 5年度  『第 2回会員研修会』のこ案内

東京都退職校長会 生涯学習部

令和 5年度第 2回 『会員研修会』を下記の要項で実施いたします。

当日はガイ ドが同行します。こ参力]をお待ちしています。

○日 時  令和 5年 11月 17日 (金)13時 30分～ 16時 00分
○場 所  東京大学構内 ⇒ 無縁坂 ⇒ 旧岩崎邸庭園 (散策)

お願い

①集合場所 東京大学赤門前 (地下鉄丸ノ内線 本郷3丁目駅下車徒歩8分
また|よ 地下鉄大江戸線 本郷3丁目駅下車徒歩6分 )

②集合時刻 13時 20分 揃つたら、伊藤国際学術センター門から入ります。
③旧岩崎邸庭園は入園料 200円 (65才以上)です。
各自お買い求めください。身分を証明するものが必要と思われます。

き

ど嬌
」
「

く 四 の

行つた葉も始まつている

とがない方々も多

C_趣 旨
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令和5年 10月 23日 東 京都 退 職 校 長 会 会 報 第220号

栄えの受章お祝い申し上げます。 (敬称略)

(令和 5年 7月 10日 現在 本部に届けがあった方々)

瑞宝双光章  5名      荻原 武雄 (大 田)    荻久保高幸

小菅 和子 (墨  田)    小阪 順二 (中 野)    中西 守男

(千葉西部)

(埼玉県 )

東
京
都
退
職
校
長
会
の
活
力
と
魅

力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
新
入
会
員

増
加
を
も
た
ら
す
各
支
部
の
活
動
内

容
の
充
実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
度
、
隣
接
市
で
あ
る
狛
江
市

と
調
布
市
で
は
支
部
相
互
の
連
携

・

協
働
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

旧
知
で
あ

っ
た
支
部
長

・
副
支
部

長
を
中
核
に
、
相
互
の
交
流
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
参
加
す
る
形
で
、

行
政
区
の
違

い
を
乗
り
越
え
、
相
互

活
動
を
展
開
し
各
支
部
の
活
力
と
魅

力
を
相
互
に
高
め
合

い
ま
す
。

当
面
は
お
互
い
に
各
支
部
総
会
に

参
加
し
た
り
、
研
修
会
に
参
加
し
た

り
、
文
集
な
ど
に
寄
稿
し
た
り
す
る

活
動
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

か
つ
て
狛
江

。
調
布

・
府
中
は
同

一
支
部
で
あ

っ
た
と
聞
き
ま
す
。
直

ち
に
合
併
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し

い
で
し
ょ
う
が
、
小
規
模
支
部
の
新

た
な
活
動
に
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

(福利厚生部担当副会長 増田 稔 )

保険

期間

匡蒸 雇覇研
:がん保険ん
饉圏■『aa/,■

初めて「がん」「上皮内新生物」
確定されたとき

「がん」「上皮内新生物」の治療を

目的とする入院をしたとき

「がん」「上皮内新生物」の治療を目的
とする次のいずれかの通院をしたとき

①特定の治療(*1)のための通院

②初めて診断確定をされた日、所定
の治療(*1)を受けた日、または退院
日の翌日から365日以内の通院

保障の開始まで所定の待ち期間(保障されない期間)が あります。

(*1)所定の治療とは、手術・放射線治療(電磁波温熱療法を含む)・ 抗がん剤治療(経 口投与を除く)・ 保険料は、2023年4月 現在のものです。

Tノζ勇託ぅ|1仄 :|:晨、種i′:1熙]を選饒 1青報」「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。穂 ‐誉漂坂す『子
|々

キ呆|オ|;ll斃 ll絹
・個人情報の利用目的 :ア フラック等各種商品やサービスの案内・提供・維持管理に利用します。 場合があります)。 お申込み後にアフ

詳しくは弊社HPを ご参照くださぃ。                              ラックから送付する書面をご確認ください。

資料請求 。お問い合わせ 。お申込みは

(平 日 9:00～ 20:00土 日祝 9:00～ 17:00)

く菫
=代

理店〉アフラックは代理店制度を採用しております

Ld三井住友トラス■ライフバートナ…ズ
:

〒lol‐0054東京都千代田区神田

“

町3-11-1

AF003-2023-02745月 2日 (240502)

画面c0120‐357‐212
〈引受候朦会社〉

r亀 きる」を撃 る。

A‖ac
アフラック
童察澤―法人雷薬椰

〒lα10X�I壼事蓼千鷲田ロス構肉181丸の内センタービ崩

T● L03‐ 6007-3f饉〕B Fax00‐3218‐ 3887
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支

部

間

交

流

がんと向き合う人を支える基本のがん保険

50rn Srm

一時金として
がん 上皮内新生物

1日 につき

5,000円

¬日につき

5,000円

日数無制限

オリジナルプラン

①日数無制限
②通院期間中
(365日 以内)日 数
無制限

がん。上皮内
新生物それぞれ
1回限り

月払保険料例 個別取扱
左記プランの場合

解約払戻金な しタイプ

保険料払込期間 :終身/定額タイプ

特定保険料払込免除特約なし

年齢 女性

60歳 3,440円 2,080円

65歳 4,110円 2,330円

70歳 4,750円 2,580円

5,375円 2,855円75歳

80歳 6,000円 3,185円

85歳 6,695円 3,615円

婆

一
生

涯

保

障

狛
江
支
部
長
　
士
口
田
和
夫

調
布
支
部
長
　
榎
本
　
勉

・
協
働

男性

く生きるためのがん保険Daysl>入院給付金日額 5,000円

診断
給付金

院
栓

入
紺

}

通院
給付金
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地

方

会

員

の

声

先
日
、
大
井
川
県
知
事
か
ら
感
謝

状
と
ボ
ー
ル
ペ
ン
を

い
た
だ
き
ま
し

た
。新

し
い
地
域
を
よ
く
知
ろ
う
と
、

裏
の
大
を
借
り
て
、
毎
日

一
時
間
散

歩
を
し
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
田
畑

や
山
林
、
春
の
ウ
グ
イ
ス
、
キ
ジ
の

鳴
き
声
、
う
さ
ぎ
や
た
ぬ
き
、

ハ
ク

ビ
シ
ン
と
出
会

い
ま
し
た
。

常
会
長
を
引
き
受
け
て
、
よ
く
地

域
や
地
域
の
活
動
を
知
り
ま
し
た
。

地
域
に
多
少
な
じ
ん
だ
所
で
、
統
計

調
査
員
を
引
き
受
け
ま
し
た
。
平
成

２７
年
～
令
和
３
年
ま
で
の
間
三
度
の

国
勢
調
査
、
土
地
統
計
、
住
宅
土
地

統
計
、
農
業
セ
ン
サ
ス
、
経
済
セ
ン

サ
ス
を

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
事
で

さ
ら
に
広

い
地
域
の
様
子
を
知
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
何
度
行

っ
て
も
留

守
の
家
、
転
居
先
の
分
か
ら
な
い
店
、

初
め
て
知

っ
た
狭
い
道
の
先
の
家
、

外
国
人
オ
ー
ナ
ー
店
で
は
オ
ー
ナ
ー

不
在
で
答
え
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
で

何
度
も
通

て
ほ
し

い

狭

い
道
や

し
に
運
転

は
、
や
れ

人
に
お
願

三
十
七
年
間
の
教
職
人
生
の
最
後

の
四
年
間
、
校
長
職
を
経
験
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
が
見
え
な
い

中
で
、
選
択

・
決
断
の
毎
日
で
し
た

が
、
先
輩
の
校
長
先
生
方
に
支
え
ら

れ
て
退
職
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

現
在
は
会
計
年
度
職
員
と
し
て
、

め
ぐ
ろ
学
校
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
い
な
い
職
場
は
大
変

寂
し
い
限
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
今
し
か
で

き
な
い
こ
と
を
自
分
に
し
か
で
き
な

い
方
法
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思

っ
て
い
ま
す
。

現
職
の
時
に
は
で
き
な
か

っ
た
こ

と
を
、　
一
つ
ず
う

や

つ
て
い
く
こ
と

も
、
も
う

一
つ
の
目
標
と
し
て
過
ご

し
て
い
き
た
い
で
す
。

い なへ は とい
しい の げ 言

｀

ま と心 しわ 名
し気 配 い れ 刺
た が ｀

通 も を°
付 意 り し置
き欲 で まい
｀
だ の して

他 け家 た い
の で探

°つ

新

入

会

員

の

声

ご希望のご予算に合わせて

お葬式が執 り行えます

東京都民互助会は、東京都退職校長会 会員福利厚生の一環として

昭和51年4月 より団体契約によるお葬式サービスを提供しております。

東 京 都 退 職 校 長 会 会 員 の 皆 様 ヘ

たヽ会員

NK』 Lieウェルライフ切
"-3,東京都民互助会手姜茶典

本社 :東京都杉並区上荻3-15-17 営業本部 :東京都練馬区北町5-18-153階 ■L03-3396-7231

ホームページ

直葬 0家族葬はもちろん ご弔間の多いお葬式まで承ります
億
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茨
城
県
　
二
川
　
悦
子

コ

ロ
ナ

と
土
（
に

目
黒
支
部
　
高
橋
　
圭
介

365日 24時間いうでも迅速対応

環蓼10120-849-544

ヽ

ノ

/
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物

汝

者

早
川
　
　
勉

　

５
・４
カ

練

馬
　
小

７０

２４

饉
ん
で
ご
雌
去
を
悼
み

ざ
冥
わ
を
お
竹
う
や
ｔ
上
げ
ま
す

吉
川
　
博
千

　

５
・４
・２４

西
多
摩
　
小
　
９６

５１

氏
　
名

　
　
年
月
日
　
支
部
名

小  校種

91  年齢

26 名簿頁

阿
部
壽
榮
子

5

4

25

杉

並

4ヽ

79

17

小  須  樋
林:  田   ロ

彰   忠
治  治  駿

5     4     4

1      12      1

9      12     20

■  八  葛
喬  王
蔀  子  飾

田
中
　
　
博
一
　

５
・４
カ

八
王
子
　
小

７４

３３

小
　
９２

３０
　
　
稲
垣
　
文
男
　
　
５
・５
・２

西
多
摩
　
中
　
７６

５２

小

９３

５９

　

山
根

　

光

　

５
１

６

千
葉
北
部

中

８７

６２

秀
島
　
照
次

　

５
・１
・１６

八
王
子
　
高

９３

３０
　

今
村
　
重
仁

　

５
・５
お

北
多
摩
中
部
　
小

８８

４５

西
川
　
　
至

　

５
・１
カ

北
多
摩
中
部
　
小
　
‐００

４４
　

高
稿
　
信
雄

　

５
・５
・２２

文

京
　
小

９６

２

信
夫
　
清
彦

　

５
・３
・１６

日

南
　
小

７８

３７
　

齋
藤
文
太
郎

　

５
・５
・２６

千
葉
西
部
　
中

９２

６０

青
柳
　
健

一

5

3

21

川

中

91

6

永
塚
　
勝
子

　

５
・６
・２

葛

飾
　
小

７８

２７

渡
遷
　
信
夫

　

５
・３
・３０

町
　
田
　
小

８８

３４
　

佐
藤
吉
之
介

　

５
・６
・４

北
多
摩
北
部
　
中

９６

４１

橋
谷
田
千
代
美

５
・４
・Ｈ

練

馬
　
小
　
９２

２２
　

長
谷
川
鐵
夫

　

５
・６
・２２

武蔵野
鳥
　
小

９２

４０

武
田
　
圭
喜

　

５
・４
ぬ

練

馬
　
小

９７

２２

　

片
岡
千
壽
子

　

５
・６
・２８

日

南
　
小

８８

３６

長
塚
　
明
雄

5

4

18

日

南

中

84

37

栗
岩
　
英
雄

　

５
。７
・２

新

宿
　
小

９３

１

田
野
倉
訓
郎
　
　
５
・４
・２２

西
多
摩
　
中
　
９１

５４

※
頁
は
令
和
４
年
度
発
行
の
新
名
簿
に
よ
る

(令和 5年 7月 10日  届出現在 )

川
土
手
の
崩
れ
し
跡
の
つ
く
し
摘
む

近
江
路
の
見
上
げ
る
天
守
や
初
時
雨

過
疎
の
村
残
り
し
家
や
冬
灯
り

大
分
県
宇
佐
市
　
東
　
憲
夫

編

集

後

記

現
在
、
本
部
、
各
支
部
が
会
員
に

有
意
義
な
活
動
は
何
か
を
模
索
し
て

い
ま
す
。
活
動
を
支
部
単
独
で
は
な

く
、
合
同
で
実
施
す
る
こ
と
は
新
し

い

一
つ
の
方
向
で
す
。

執
筆
を
担
当
さ
れ
た
方
々
が
、
限

ら
れ
た
字
数
の
中
に
、
自
身
の
想

い

や
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

表
現
す
る
た
め
に
苦
心
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
伝
わ

っ
て
き
て
頭
が
下
が
り

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
執
筆
者
は
大
変
で
す

が
、
東
京
か
ら
遠
く
離
れ
て
生
活
し

て
い
る
会
員
に
も
分
か
り
や
す
く
楽

し
み
に
し
て
も
ら
え
る
会
報
を
と
、

編
集
委
員
の
ひ
と
り
と
し
て
思
い
ま

す
。と

こ
ろ
で
、
教
育
は
、
学
校
だ
け

で
は
な
く
、
学
校

。
家
庭

。
地
域
が

一
体
に
な

っ
て
成
果
が
得
ら
れ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

日
本
社
会
の
基
本
的
な
文
化
を
語

り
合

い
伝
え
て
い
く
場
が
家
庭
教
育

で
す
。
今
、
母
親
も
仕
事
を
持
ち
新

し
い
機
器
を
使

い
こ
な
し
活
動
し
て

い
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の

一

方
、
地
域
で
は
人
の
関
わ
り
が
薄
れ
、

子
供
を
共
に
育
て
る
こ
と
が
で
き
に

く
く
な

っ
て
い
ま
す
。
学
校
で
も
人

と
の
関
わ
り
を
深
め
て
い
く
教
育
活

動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

（大
須
賀
　
敬
子
）

ヽ
■
伊

／
ノ
トヾ

（福
利
厚
生
部
担
当
副
会
長
　
増
田
　
稔
）

北
斎
の
う
ね
る
大
波
思
わ
せ
る

雲
を
背
景
に
百
日
紅
咲
く

朱
墨
つ
ぼ
新
し
き
筆
そ
っ
と
入
れ

抜
き
差
し
見
れ
ば
灯
穂
の
ご
と
し

廃
墟
な
る
生
家
の
築
山
母
植
え
し

山
百
合
の
花

一
面
に
咲
く

墨
田
支
部
　
河
原
敏
子

参
観
日
ふ
い
の
指
名
に
応
答
と

言
葉
返
さ
ず
母
の
顔
み
る

粘
土
こ
ね
う
さ
ぎ
を
つ
く
る
子
ら
た
ち
の

横
よ
り
そ

っ
と
親
が
手
を
出
す

声
和
し
て
九
九
を
唱
え
る
参
観
日

教
室
に
入
り
て
そ

っ
と
聞

い
て
る

中
野
支
部
　
田
中
弘
志
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応
募

コ
ー
ナ
ー

俳

句

短

歌


